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　在職した 33 年間に，単著 23 冊，単著に準ずる共著 2 冊の合計 25 冊等を出版した．第 1 節で
は，それらの出版順に，概説及び各著書に収録した論文のうち，学術的価値が高いか先駆的で歴
史的意義があると自己評価している論文，または私にとって「思い出深い」論文を紹介する．第
2 節では，日本医療の将来予測を行うために考案した 3 つの分析枠組み・概念について述べる．
　はじめに　　私の研究歴と本論文の構成
　私は 1972 年 3 月に東京医科歯科大学医学部を卒業し，翌月，患者の立場に立った医療改革を
志して東京の地域病院（代々木病院）に就職しました．2 年間の初期研修後，東大病院リハビリ
テーション部で上田敏先生の指導を受けて 1 年間の中期研修を行いました．その後代々木病院に
戻り，脳卒中患者の早期リハビリテーションの診療と臨床研究を 10 年間続け，1983 年に東大か
ら医学博士号を授与されました（研究テーマ「脳卒中患者の障害の構造の研究」『総合リハビリ










を出版しました．代々木病院に 13 年間勤務した後，1985 年 4 月に日本福祉大学に障害児医学と
リハビリテーション医学の担当として赴任しました．その後も，非常勤で代々木病院での診療を
2004 年 4 月まで続けました．日本福祉大学赴任後は，徐々に研究領域を医療経済・政策学にシ
フトし，1999 年度からは大学院で「医療経済学」（現・「医療福祉経済論」）の講義を担当しまし













赴任後の研究の「視点と方法」と実績は第 4 章の後半（91-122 頁）と『地域包括ケアと福祉改





　そして，日本福祉大学在職中の 33 年間に，本書を含め単著 23 冊と単著に準ずる共著 2 冊の合
計 25 冊を出版し，当初の決意をほぼ達成できました．他に編著 5 冊，共訳書 2 冊，韓国語訳書
1 冊を出版しました．日本福祉大学在職中に出版した全著書と出版年，その年の総理大臣名，主











表 1　日本福祉大学在職中に出版した全著書と出版年，各年の内閣総理大臣，主な制度改正（1985 ～ 2018 年）
年 著　書　名 総理大臣名 健保法・介護保険法等 医療法改正
診療報酬
改定率
1985 『医療経済学』 中曽根康弘 第一次改正 ＋ 1.4
1986 中曽根康弘 ＋ 0.8
1987 『脳卒中の早期リハビリテーション』（＊） 竹下　登（11 月）老健法改正
1988 『リハビリテーション医療の社会経済学』 竹下　登 ＋ 0.5
1989 海部俊樹（8 月） （＋ 0.8）
1990 『90 年代の医療』，『現代日本医療の実証分析』 海部俊樹 ＋ 1.0
1991 『複眼でみる 90 年代の医療』 宮沢喜一（11 月）
1992 『90 年代の医療と診療報酬』 宮沢喜一 老健法改正 第二次改正 ＋ 2.5
1993 細川護熙（8 月）
1994 『「世界一」の医療費抑制政策を見直す時期』 村山富市（6 月） 健保法改正 ＋ 2.7
1995 『日本の医療費』 村山富市
1996 『公的介護保険に異議あり』（＊） 橋本龍太郎（1 月） ＋ 0.8
1997 橋本龍太郎 健保法改正 第三次改正 （＋ 0.38）
1998 『保健・医療・福祉複合体』 小渕恵三（7 月） △ 1.3
1999 小渕恵三
2000 『介護保険と医療保険改革』 森　喜朗（4 月） 健保法改正，
介護保険法
第四次改正 ＋ 0.2
2001 『21 世紀初頭の医療と介護』 小泉純一郎（4 月）
2002 小泉純一郎 健保法改正 △ 2.7
2003 小泉純一郎
2004 『医療改革と病院』 小泉純一郎 △ 1.0
2005 小泉純一郎
2006 『医療経済・政策学の視点と研究方法』 安倍晋三（9 月） 健保法・介護保
険法改正
第五次改正 △ 3.16
2007 『介護保険制度の総合的研究』，『医療改革』 福田康夫（9 月）
2008 麻生太郎（9 月） △ 0.82
2009 『医療改革と財源選択』 鳩山由紀夫（9 月）介護保険法改正
2010 菅　直人（6 月） 健保法改正 ＋ 0.19
2011 『民主党政権の医療政策』 野田佳彦（9 月）
2012 『TPP と医療の産業化』 安倍晋三（12 月）社会保障制度改革推進法，
介護保険法改正
＋ 0.004
2013 『福祉教育はいかにあるべきか』 安倍晋三 社会保障改革プログラム法
2014 『安倍政権の医療・社会保障改革』 安倍晋三 医療介護総合確保推進法 ＋ 0.10
2015 『地域包括ケアと地域医療連携』 安倍晋三
2016 安倍晋三 △ 0.84
2017 『地域包括ケアと福祉改革』 安倍晋三 介護保険法等改正
2018 『医療経済・政策学の探究』 安倍晋三 △ 1.19
出所 1）総理大臣名は Wikipedia「日本国歴代内閣」（2017 年 10 月 20 日アクセス）．
2）健保法改正，介護保険法改正等は『保険と年金の動向 2016/2017』198，216 頁．
3）診療報酬改定率：1994 年以降は『保険と年金の動向 2016/2017』96 頁，1992 年以前は同書 2007 年
版 99，101 頁から計算．
　注 1）著書は単著 23 冊と単著に準ずる共著 2 冊（＊）の合計 25 冊．編著，訳書等は除く．
2）総理大臣名のカッコ内は就任月．その前までは前年と同じ．1989 年 6 ～ 8 月は宇野宗佑，1992 年 4
～ 6 月は羽田孜．細川内閣の与党は非自民 8 党，鳩山・菅・野田内閣の与党は民主党，それ以外の
内閣は自民党（等）が与党．
3）法と法改正は施行年．





　第 2 節では，日本医療の将来予測を行うために考案した 3 つの分析枠組み・概念を紹介しま
















（江見康一「戦後日本における医療経済研究の系譜と今後の課題」『生存科学』vol. 9, SeriesA: 
67-80, 1998）．幸い本書は出版後 20 年以上も売れ続け，故柿原浩明氏（前京都大学教授）をはじ
め，本書を読んで医療経済学研究に転じた医師等も何人か生まれました．










　第 4 章 2「CTスキャナーの社会経済学」は，日本が CT の普及率世界一になった背景を国際
比較的視点から検討し「日本的特質」を抽出しました．本論文は Social Science and Medicine
誌にも掲載され，国際的にも注目されました（The wide distribution of CT scanners in Japan. 
111
私の医療経済・政策学研究の軌跡
Social Science & Medicine 21: 1131-1137, 1985）．
　本書で特に思い出深いのは，以下の 3 論文です．①第 1 章Ⅱ「医療の経済的特性」：（医療）経


















































『90 年代の医療』（1990）と『複眼でみる 90 年代の医療』（1991）と『90 年代の医療と診療報
酬』（1992）






















経済・政策学の探究』第 1 部第 1 章第 2 節に収録しました．
　本書で一番思い出深いのは，副題を「『医療冬の時代』論を越えて」としたことで，Ⅰ－ 1「90
年代の医療：予測と課題」で，「医療は決して衰退産業でも『冬の時代』でもなく，逆に将来に






う 1 つは 1980 年代に入って私的病院の構造的再編成が進み，私的病院チェーンが急増している
ことでした（Ⅰ－ 3「急増する私的病院チェーン」．これは，後述する『現代日本医療の実証分
析』第 3 章Ⅰ「わが国の私的病院チェーンはどこまで進んでいるか？」のダイジェスト版です）．
 『複眼でみる 90 年代の医療』




















の保険外負担の全国調査」です．独自調査で入手した全国 40 都道府県の 541 病院のデータに基
づいて，老人病院の現実の 1 人 1 月当たり保険外負担総額の全国平均は 6.6 万円であり，厚生調
査調査の 2.3 万円の 3 倍に達している等の衝撃的事実を明らかにしました．この論文は「朝日新












  本書は先述した『90 年代の医療』（1990）の主張を裏付ける実証研究書です．最初から『医療







　本章は全 5 章（8 論文）でいずれの論文も思い出深いのですが，学術的価値が高く歴史的意義
も大きいと自己評価しているのは第 1 章，第 2 章Ⅰ，第 3 章Ⅰ，第 4 章Ⅰの 4 論文です．
  第 1 章「わが国病院の平均在院日数はなぜ長いのか？」では，当時入手しうる限りの国際比較
データを用いて，日本の病院の平均在院日数が長い理由を（半）定量的に検討すると共に，日本
の病院の平均在院日数の長さは医療費増加の主因ではないことを示しました．
　第 2 章Ⅰ「1980 年代の国民医療費増加要因の再検討」では，厚生省による医療費増加要因分










　第 4 章Ⅰ「医師所得は高すぎるか？」は，私が 1975 年以降，断続的に行ってきた医師所得の
実証研究の集大成です（最初の医師所得研究は「勤務医の給与と開業医」（『Modern Medicine』
















































 　『「世界一」の医療費抑制政策を見直す時期』が 3 章を除いて評論であるのと異なり，本書は
ガチガチの実証研究書で，全 6 章（13 論文）です．特に学術的価値があり，歴史的意義も大き
いと自己評価している論文は，第 1 章Ⅰ，第 2 章Ⅰ，同Ⅱ，第 4 章，第 6 章の 5 つです．
　第 1 章Ⅰ「人口高齢化は医療費増加の主因か？」は，私が『90 年代の医療』（1990）Ⅱ－ 3




　第 2 章Ⅰ「MRI（磁気共鳴装置）導入・利用の日米比較」は，アメリカ留学中から UCLA の




を 集 め， そ の 報 告 書 に も 収 録 さ れ ま し た（Niki R, Mankovich NJ: Coexistence of wide 
diffusion of Magnetic Resonance  Imaging and cost containment: A case study in Japan. In: 
Rink PA （ed）: The  Rational Use of Magnetic Resonance Imaging. Blackwell Wissenschafts-




与える影響」は，MRI の日米比較論文と一対とも言えます．これら 2 論文と，紙数の制約のた











限っても］施設ケアの費用よりも高くなる」ことは，2017 年に出版された OECD: Tackling 
Wasteful Spending on Health（『医療の無駄に挑戦する』）の「高額な長期ケアの浪費を抑制す
る」（208-209 頁．15 か国調査）でも再確認されています．












































　　 5 ～ 10 年で『高齢者医療・介護保険』に再編成」（12 頁）との不正確な予測もしてしまい
ました．この点については，後述する『介護保険制度の総合的研究』（2007．13 頁）で私の「最
大の誤り」と自己反省しました．

















に読み解くことにより，厚生労働省が「2001 年 3 月以降『抜本改革』とは言わなくなった」こ






医療・社会保障改革　　 3 つのシナリオとその実現可能性」です．私は，改革シナリオは 1980
～ 1990 年代前半までの 2 つから，1990 年代末以降は，次の 3 つになったとの「事実認識」を示
しました：①医療・社会保障分野にも市場原理を全面的に導入する新自由主義的改革，②国民皆
保険・皆年金制度の大枠は維持しつつ，部分的に公私二階建て化する改革，③公的医療費・社会




















  本書は，1997 年以来 2003 年まで 7 年間も続いた「医療（保険）制度抜本改革」論議の終息を











　本書は，私が 1972 年に医師になって以来 35 年間続けてきた勉強と研究を通して身につけた，
医療経済・政策学の視点と方法，技法を集大成したものです．書名は「医療経済・政策学の」と
限定的ですが，第 4 章「私の研究の視点と方法」と第 5 章「資料整理の技法」の内容は「社会科
学全般」に適用できると自己評価しています．私の著書には珍しくコラムを 10 も付けました．


























  本書は，私が 1995 ～ 2004 年の 10 年間行った介護保険研究・論争を集大成したものです．厚
生労働省による介護保険の公式の解説や通史には欠落している重要な事実や視点を多数含んだ
「もう一つの介護保険史」になっていると自己評価しています．私は本書で，2006 年度に日本福
祉大学から第 2 の学位（社会福祉学）を取得しました．最初の学位（医学博士）は 1983 年に東
京大学から授与されました（研究テーマ「脳卒中患者の障害の構造の研究」『総合リハビリテー












  この 2 冊は，5 年に及んだ小泉政権が終了した後，首相が 1 年ごとに交代した（第一次）安倍・









　本書で一番歴史的意義があると自己評価しているのは，第 2 章第 1 節 2「混合診療問題の政治
決着の評価と医療機関への影響」と第 2 章第 4 節 2「療養病床の再編・削減」の 2 論文で，後期









　本書で一番学術的価値が高いと自己評価している論文は第 5 章第 1 節「医療満足度と国際比較
調査の落とし穴」です．これは，医療満足度の国際比較調査を行った 12 論文の文献学的研究で
す．










































　もう一つ思い出深い論文は第 6 章第 2 節「医療・健康の社会格差と医療政策の役割」で，「医
療格差を縮小するための私の改革案とその実現可能性」を述べました．これは，先述した『医療
改革と財源選択』（2009）第 1 章第 3 節「公的医療費増加の財源選択と私の判断」の「補足」と
も言えます．
　本書で一番歴史的意義があると自己評価している論文は，第 6 章第 3 節「川上武先生の医療政

















第 2 章「医療産業化論の歴史的・理論的検討」（6 論文），特に第 2 節「医療への市場原理導入論








いるのは第 4 章第 1 節「介護予防の問題点」と第 5 章第 1 節「国民皆保険 50 年　　『いつでも，
どこでも，だれでも』という標語の来歴を探る」です．前者は，『介護保険制度の総合的研究』














  本書は，2012 年 12 月に成立した第二次安倍内閣の医療・社会保障政策を包括的かつ個別的に
検討した初めての著書です．私は安倍政権の医療政策の中心は，伝統的な（公的）医療費抑制政
策の徹底であり，部分的に医療の（営利）産業化政策も含んでいると位置付けました．






  本書で一番学術的価値が高いと自己評価している論文は第 3 章「地域包括ケアシステムと今後
の死に場所」（4 論文），特に第 3 節「21 世紀初頭の都道府県・大都市の『自宅死亡割合』の推
移」です．今後の「自宅死亡割合」の変化を予想するための基礎作業として，『人口動態統計』




よる．③ 2010 年には，1990 年代までは残っていた自宅死亡割合と高齢者の子との同居割合の相
関が消失している．
　もう 1 つ学術的価値が高いと自己評価している論文は第 5 章第 1 節「病院勤務医の開業志向は














　本書で一番学術的価値が高いと自己評価している論文は第 1 章第 2 節「地域包括ケアシステム
の法・行政上の出自と概念拡大の経緯を探る」です．2000 ～ 2014 年に発表された各種の政府文
書等を網羅的・探索的に検討し，地域包括ケアシステムは，公式には 2003 年に介護保険制度改
革として初めて提起されたが，2004 ～ 2008 年の「法行政的空白（停滞）期」を経て，概念と対
象が徐々に拡大し，2013 年以降は病院も明示的に含むようになったことを示しました．
　本書で歴史的意義が大きいと自己評価しているのは第 2 章「地域医療構想と病院再編」（5 論




は，2014 年度診療報酬改定で示された 7 対 1 病床大幅削減方針の実現可能性はなく，妥当でも
ないことを示しました．第 5 節では，2013 年の「日本再興戦略」で提起された「ホールディン
グカンパニー型法人」（メガ医療事業体）が迷走の末挫折し，それに代わって「地域医療連携推
進法人」が制度化されたが，その実効性は乏しいことを指摘しました．




　本書の新しさは，第 2 章「地域改革の展開」（4 論文）で，2015 ～ 2016 年に発表された各種の
福祉改革文書をライブで分析したことです．私は 2015 年 5 月に日本社会福祉教育学校連盟会長
（任期 2 年）に選ばれ，新たに政府・厚生労働省の福祉政策の分析や福祉教育改革の提言をまと
める機会が増え，研究の守備範囲も「医療・介護」から「医療・介護・福祉」へと拡大しまし
た．第 2 章はその成果物です．第 2 章で思い出深いのは，第 2 節で安倍政権が閣議決定した
「ニッポン一億総活躍プラン」の分析をした際，安倍政権の社会政策には「リベラル」，「現実主






























































　第 3 の「21 世紀初頭の医療・社会保障改革の 3 つのシナリオ」は，『21 世紀初頭の医療と介
護』（2001）序章で初めて提起しました．私はそこで，1990 年代までは一枚岩だった体制（内
閣・官庁・自由民主党・経済団体・政府系研究者等）の医療・社会保障改革のシナリオが 1990
年代末に 2 つに分裂し，その結果，21 世紀初頭には改革のシナリオは，①新自由主義的改革，
②社会保障制度の［部分的－後に補足］公私 2 階建て化，③公的医療費・社会保障費用の総枠拡
大の 3 つになったと主張しました（4: 6-37 頁）．「3 つのシナリオ」は『医療経済・政策学の視点
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